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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピン状本体部を有して、第一の部材に対して位置固定に取り付けられる第一の締結体と
、該第一の締結体のピン状本体部が挿入される挿入孔を有して、該第一の部材に締結され
るべき第二の部材に対して位置固定に取り付けられる第二の締結体とを有すると共に、
　該第一の締結体の前記ピン状本体部に対して、軸方向一方側に移動せしめられる第一の
移動部材と、該第一の移動部材の軸方向一方側への移動により、該軸方向に対して直角な
方向に移動して、該ピン状本体部の外周面から部分的に突出せしめられる第二の移動部材
とが設けられる一方、前記第二の締結体の前記挿入孔の内周面に対して、該第二の移動部
材に、その突出状態下において係合する、該挿入孔内への前記ピン状本体部の挿入方向の
後方側に向かって次第に小径となるテーパ状係合面が設けられ、
　更に、前記第一の締結体と前記第二の締結体とに対して、前記ピン状本体部の前記挿入
孔内への挿入状態下で、軸方向において互いに当接せしめられて、それら第一の締結体と
第二の締結体との軸方向の位置決めを行う位置合せ面がそれぞれ設けられると共に、該ピ
ン状本体部の外周面と該挿入孔の内周面とに対して、互いにテーパ嵌合せしめられて、該
第一の締結体と該第二の締結体との軸方向に対して直角な方向の位置決めを行う嵌合テー
パ面がそれぞれ設けられて、
　前記位置合せ面同士の当接と、前記嵌合テーパ面同士のテーパ嵌合と、前記第二の移動
部材と前記テーパ状係合面の係合とにより、該第一の締結体と該第二の締結体とが、軸方
向と軸直角方向とにおいて位置決めされた状態で、相互に締結せしめられて、前記第一の
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部材と前記第二の部材との締結が実現され得るように構成された締結装置において、
　前記第二の締結体が、前記挿入孔の形成部位を含む第一部位と、前記第一の部材に取り
付けられる取付部位及び前記位置合せ面の形成部位を含む第二部位とを有すると共に、そ
れら第一部位と第二部位との間に、該挿入孔内への前記ピン状本体部の挿入方向の後方側
に位置する端面において開口して、該挿入方向に延びる縦溝部と、該縦溝部に連通して、
該挿入方向と交差する方向に延びる横溝部とからなる切欠溝が設けられて、該第一部位と
該第二部位とが、該縦溝部にて、該挿入方向と直角な方向に分断され、且つ該横溝部にて
該挿入方向に分断されている一方、該横溝部の底部部位を含む連結部にて相互に連結され
て、前記第二の移動部材が、前記テーパ状係合面への係合状態から更に軸直角方向に移動
せしめられたときに、前記第一部位が、該第二の移動部材にて、前記挿入孔内への前記ピ
ン状本体部の挿入方向の後方側に押圧されることにより、前記連結部が撓み変形して、該
第一部位が、該第二部位に対して、該挿入方向の後方側に相対変位せしめられるようにな
っていることを特徴とする締結装置。
【請求項２】
　前記連結部の撓み変形によって、前記横溝部の該挿入方向に互いに対向する側壁同士が
相互に接触して、それら側壁同士の接触状態からの該連結部の更なる撓み変形が阻止され
るようになっている請求項１に記載の締結装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、締結装置に係り、特に、締結されるべき二つの部材を、互いに直角な二方向
において位置決めする位置決め構造を備えた締結装置の改良に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、互いに締結されるべき第一及び第二の二つの部材を締結するための締結装置
としては、種々の構造のものがあり、それらの中から、締結されるべき部材の形状や用途
等に応じて、適宜に選択されて、使用されている。そして、例えば、マシニングセンタ等
の工作機械においても、様々な締結装置が用いられている。
【０００３】
　すなわち、一般に、マシニングセンタ等の工作機械にあっては、加工されるべきワーク
を保持するために、クランプやバイス等の各種の治具が用いられているが、それらの治具
は、その段取り変えを容易に且つ迅速に行なわしめるために、多くの場合、治具プレート
に固定されており、この治具プレートがベースエレメントに対して締結せしめられること
によって、各種の治具が、ベースエレメントに取り付けられるようになっている。そして
、それら治具プレートとベースエレメントとを相互に締結せしめるものとして、所定の締
結装置が用いられているのである。
【０００４】
　このような締結装置として用いられるものの一種として、ベースエレメントと治具プレ
ートの何れか一方に対して位置固定に取り付けられる締結ピンと、それらのうちの何れか
他方に対して位置固定に取り付けられる、締結ピンが軸方向に挿入、嵌合可能な締結ブッ
シュとを有してなる締結装置が、知られている（例えば、下記特許文献１参照）。
【０００５】
　この締結装置においては、締結ピンが、軸方向に延びる内部空所と、かかる内部空所内
に、軸方向に移動可能に挿入された移動部材と、内部空所の側壁内部に、軸直角方向に移
動せしめられ得るように配置されたスチールボールとを有している。そして、移動部材が
、締結ピンの締結ブッシュへの挿入方向となる軸方向に移動せしめられることにより、ス
チールボールが、移動部材にて、軸方向に対して直角な方向に押圧され、移動せしめられ
て、締結ピンの外周面から、部分的に突出せしめられるようになっている。一方、締結ブ
ッシュの内周面には、かかるスチールボールの突出部位に係合する係合部が設けられてい
る。
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【０００６】
　かくして、かくの如き構造を有する締結装置にあっては、締結ピンの締結ブッシュへの
挿入状態下での移動部材の移動により、締結ピンの外周面から突出するスチールボールの
突出部位に対して、締結ブッシュの内周面の係合部が係合せしめられることによって、締
結ピンの締結ブッシュへの挿入状態下でのそれらの軸方向における相対移動が阻止され、
以て、ベースエレメントと治具プレートとを締結し得るようになっているのである。
【０００７】
　また、近年では、そのような締結装置において、締結ピンと締結ブッシュの各外周面に
、軸直角方向に突出する外フランジ部が設けられて、それら各外フランジ部に対して、軸
直角方向に広がる位置合せ面がそれぞれ形成されると共に、締結ピンの外周面と締結ブッ
シュの内周面に、互いに対応するテーパ面形状を呈する嵌合テーパ面がそれぞれ設けられ
てなる構造を有するものも、一部で用いられてきている。
【０００８】
　このような構造を有する締結装置にあっては、締結ピンの締結ブッシュへの挿入状態下
において、それら締結ピンと締結ブッシュの位置合せ面同士が当接されることにより、締
結ピンと締結ブッシュの軸方向の位置決めが行われる一方、嵌合テーパ面同士がテーパ嵌
合せしめられることで、締結ピンと締結ブッシュの軸直角方向の位置決めも行われ得るよ
うになっている。そして、それによって、それら締結ピンと締結ブッシュとの締結に基づ
いて締結されるベースエレメントと治具プレートの位置精度や、各種の治具を介して治具
プレートに保持されるワークの保持精度等が、極めて有利に高められ得ることとなるので
ある。
【０００９】
　また、かくの如き位置決め構造が付加された従来の締結装置においては、締結ピンの締
結ブッシュへの挿入により、位置合せ面同士が互いに当接せしめられ、且つ嵌合テーパ面
同士が相互に接触せしめられた状態で、移動部材が移動せしめられることにより、その移
動量に応じた量において、スチールボールが締結ピンの外周面から突出せしめられて、締
結ブッシュの内周面の係合部に係合せしめられ、また、それと共に、締結ブッシュが、か
かるスチールボールにて、締結ピンの締結ブッシュへの挿入方向の後方側に押圧されて、
スチールボールから締結ブッシュに対して、より大きな力が作用せしめられると共に、嵌
合テーパ面同士が、より強固にテーパ嵌合せしめられるようになっている。
【００１０】
　換言すれば、従来の締結装置においては、位置合せ面同士の当接に基づいて、締結ブッ
シュの移動が阻止された状態で、移動部材を移動せしめることにより、かかる締結ブッシ
ュを、阻止された移動方向に向かって押圧する操作が行われて、移動部材を移動させるた
めの操作力に応じた押圧力によって、締結ピンにおける嵌合テーパ面の形成部位が縮径方
向に弾性変形せしめられるか、若しくは締結ブッシュにおける嵌合テーパ面の形成部位が
拡径方向に弾性変形せしめられて、嵌合テーパ面同士が強固にテーパ嵌合せしめられると
共に、スチールボールが移動部材と係合部との間で、より大きな力で挟持せしめられるよ
うに構成されている。
【００１１】
　それ故、かかる従来の締結装置においては、極めて大きな操作力が要される移動部材の
移動操作が、工具や機器等を何等用いることのない手動操作では到底得られない大きな操
作力を発揮する、例えば油圧機構や空気圧機構、或いはレンチ等の所定の工具を用いてね
じ部材を締緩せしめるねじ機構を利用した操作機構によって容易に行われ、また、そのよ
うな大きな操作力に基づいて、締結されるべき二つの部材が、より大きな締結力をもって
締結せしめられ得るようになっている。従って、ベースエレメントと治具プレートとを締
結する場合等のように、締結されるべき二つの部材間において、より大きな締結力が必要
とされる場合には、極めて有利に使用され得るのである。
【００１２】
　一方、締結されるべき二つの部材の種類や、締結せしめられた二つの部材の使用目的等
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によっては、高い位置決め精度は要求されるものの、締結力が、正確な位置決め状態が安
定的に維持され得る程度の大きさにおいて確保されておれば良い場合もある。このような
場合には、経済性や作業性等の面から、締結装置における移動部材の移動操作が、特別な
機構（機器）や工具等を何等用いることのない人力のみによる手動操作で行われるように
なっていることが、望ましい。
【００１３】
　しかしながら、現状では、かくの如き場合にあっても、人力のみによる手動操作には不
要な油圧機構や空気圧機構、或いは工具を要するねじ機構等を有する従来の締結装置が用
いられて、二つの部材が締結が行われているのである。
【００１４】
【特許文献１】特開２００１－１５７９３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　ここにおいて、本発明は、上述せる如き事情を背景にして為されたものであって、その
解決課題とするところは、所定の位置決め構造を有し、締結されるべき二つの部材を、互
いに直角な二方向において位置決めした状態で締結し得るように構成された締結装置にお
いて、特別な機構や工具等を何等用いることのない簡便な手動操作で、二つの部材を正確
に位置決めしつつ、確実に締結し得る新規な構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　そして、かかる課題の解決のために、本発明の第一の態様とするところは、ピン状本体
部を有して、第一の部材に対して位置固定に取り付けられる第一の締結体と、該第一の締
結体のピン状本体部が挿入される挿入孔を有して、該第一の部材に締結されるべき第二の
部材に対して位置固定に取り付けられる第二の締結体とを有すると共に、該第一の締結体
の前記ピン状本体部に対して、軸方向一方側に移動せしめられる第一の移動部材と、該第
一の移動部材の軸方向一方側への移動により、該軸方向に対して直角な方向に移動して、
該ピン状本体部の外周面から部分的に突出せしめられる第二の移動部材とが設けられる一
方、前記第二の締結体の前記挿入孔の内周面に対して、該第二の移動部材に、その突出状
態下において係合する、該挿入孔内への前記ピン状本体部の挿入方向の後方側に向かって
次第に小径となるテーパ状係合面が設けられ、更に、前記第一の締結体と前記第二の締結
体とに対して、前記ピン状本体部の前記挿入孔内への挿入状態下で、軸方向において互い
に当接せしめられて、それら第一の締結体と第二の締結体との軸方向の位置決めを行う位
置合せ面がそれぞれ設けられると共に、該ピン状本体部の外周面と該挿入孔の内周面とに
対して、互いにテーパ嵌合せしめられて、該第一の締結体と該第二の締結体との軸方向に
対して直角な方向の位置決めを行う嵌合テーパ面がそれぞれ設けられて、前記位置合せ面
同士の当接と、前記嵌合テーパ面同士のテーパ嵌合と、前記第二の移動部材と前記テーパ
状係合面の係合とにより、該第一の締結体と該第二の締結体とが、軸方向と軸直角方向と
において位置決めされた状態で、相互に締結せしめられて、前記第一の部材と前記第二の
部材との締結が実現され得るように構成された締結装置において、前記第二の締結体が、
前記挿入孔の形成部位を含む第一部位と、前記第一の部材に取り付けられる取付部位及び
前記位置合せ面の形成部位を含む第二部位とを有すると共に、それら第一部位と第二部位
との間に、該挿入孔内への前記ピン状本体部の挿入方向の後方側に位置する端面において
開口して、該挿入方向に延びる縦溝部と、該縦溝部に連通して、該挿入方向と交差する方
向に延びる横溝部とからなる切欠溝が設けられて、該第一部位と該第二部位とが、該縦溝
部にて、該挿入方向と直角な方向に分断され、且つ該横溝部にて該挿入方向に分断されて
いる一方、該横溝部の底部部位を含む連結部にて相互に連結されて、前記第二の移動部材
が、前記テーパ状係合面への係合状態から更に軸直角方向に移動せしめられたときに、前
記第一部位が、該第二の移動部材にて、前記挿入孔内への前記ピン状本体部の挿入方向の
後方側に押圧されることにより、前記連結部が撓み変形して、該第一部位が、該第二部位
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に対して、該挿入方向の後方側に相対変位せしめられるようになっていることを特徴とす
る締結装置にある。
【００１７】
　すなわち、このような本発明に従う締結装置の第一の態様にあっては、例えば、ピン状
本体部が挿入孔内に挿入せしめられて、第一の締結体と第二の締結体の位置合せ面同士が
互いに当接せしめられることにより、第二の締結体の第二部位が、挿入孔内へのピン状本
体部の挿入方向後方側に向かっての移動が阻止せしめられた状態にあっても、かかる挿入
方向後方側への第一部位の移動が許容され得るようになる。
【００１８】
　それ故、かかる第一の態様では、位置合せ面同士の当接による軸方向への位置決め状態
下で、第二の締結体の挿入孔の内周面に設けられるテーパ状係合面が、第一の締結体の外
周面から突出せしめられる第二の移動部材にて、挿入孔内へのピン状本体部の挿入方向後
方側に押圧された際に、第二の締結体の挿入孔の形成部位を含む第一部位が、かかる挿入
方向後方側に向かって変位せしめられ、それによって、ピン状本体部の外周面と挿入孔の
内周面に各々設けられる嵌合テーパ面同士が確実にテーパ嵌合せしめられるようになって
いる。
【００１９】
　従って、この第一の態様によれば、従来の締結装置とは異なって、第一の締結体と第二
の締結体の軸方向への位置決め状態下で、第二の移動部材を第一の締結体の外周面から部
分的に突出させるように、第一の移動部材を移動させる操作を行って、嵌合テーパ面同士
をテーパ嵌合させると共に、第一の締結体と第二の締結体の軸方向への移動を阻止させる
際に、第一の締結体と第二の締結体とにおける嵌合テーパ面の形成部位を弾性変形させる
程の大きな操作力が不要となり、その結果、かかる操作を、特別な機構や工具等を何等用
いることなしに、容易に実施することが可能となるといった優れた特徴が発揮され得るよ
うになる。
【００２０】
　しかも、かかる第一の態様においては、上述せる如く、第一及び第二の締結体の位置合
せ面同士を互いに当接させた状態で、内周面に嵌合テーパ面が設けられた挿入孔の形成部
位を含む第一部位を、位置合せ面を含む第二部位に対して相対変位させることが可能とな
っている。そのため、従来の締結装置とは異なって、例えば、第一及び第二の締結体の位
置合せ面同士を互いに当接させた状態で、第一の移動部材の移動操作を行う前に、第一及
び第二の締結体の嵌合テーパ面同士を、必ずしも相互に接触させておく必要がない。
【００２１】
　それ故に、本発明に従う締結装置の第一の態様によれば、第一及び第二の締結体に対し
て、加工、形成される位置合せ面や嵌合テーパ面の加工精度が、従来装置に比して、有利
に緩和され得るといった特徴も、発揮される。
【００２２】
　また、このような本発明に従う締結装置の第二の態様においては、前記連結部の撓み変
形によって、前記横溝部の該挿入方向に互いに対向する側壁同士が相互に接触せしめられ
るように構成される。
【発明の効果】
【００２４】
　そして、本発明に従う締結装置の第一の態様にあっては、上述せる如き優れた特徴が発
揮されることで、特別な機構や工具等を何等用いることのない簡便な手動操作で、二つの
部材を正確に位置決めしつつ、確実に締結せしめることが出来るのである。
【００２５】
　また、かかる第一の態様によれば、第一及び第二の締結体に対する位置合せ面や嵌合テ
ーパ面の加工精度が有利に緩和され得るところから、それら第一の締結体と第二の締結体
の製作が容易となるいった利点も得られる。しかも、従来装置とは異なって、油圧機構や
空気圧機構等の付帯設備が不要とされているため、その分だけ、低コスト化及び小型化が
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有利に図られ得る。
【００２６】
　また、本発明に従う締結装置の第一の態様によれば、第二の締結体における第一部位の
第二の部位に対する変位を許容する構造が、特別な部品等を何等付加することなしに、単
に、第二の締結体に対して切込み溝を設けただけの簡略な構造において実現され得るので
あり、それによって、かかる変位許容構造の付加による装置全体の構造の複雑化が、効果
的に防止され得ることとなる。
【００２７】
　さらに、本発明に従う締結装置の第二の態様によれば、連結部が過度に撓み変形せしめ
られるようなことが有利に阻止され、それによって、そのような過度の撓み変形に起因す
る連結部の変形や損傷も未然に防止され得る。そして、その結果として、使用耐久性の向
上が効果的に図られ得ることとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明を更に具体的に明らかにするために、本発明に係る締結装置の具体的な構
成について、図面を参照しつつ、詳細に説明することとする。
【００２９】
　先ず、図１には、本発明に従う構造を有する締結装置の一実施形態が、縦断面形態にお
いて縦概略的に示されている。かかる図１からも明らかなように、締結装置は、第一の締
結体１０と第二の締結体１２とを有して構成されており、第一の締結体１０が、例えば、
所定のテーブル７０（図１に二点差線で示す）に対して位置固定に取り付けられ、また、
第二の締結体１２が、かかるテーブル７０に固定されるべき物品７２（図１に二点鎖線で
示す）に対して位置固定に取り付けられるようになっている。
【００３０】
　より具体的には、この締結装置を構成する第一の締結体１０は、全体として、略円柱形
状を呈するピン状本体部１４を有している。そして、この第一の締結体１０のピン状本体
部１４における高さ方向中間部の外周面には、第一の締結体側嵌合テーパ面１５が、下方
に向かって次第に大径となるテーパ面形状をもって、形成されている。
【００３１】
　また、かかるピン状本体部１４の下端部の外周面上には、径方向に対向する二個所から
、軸直角方向（水平方向）にそれぞれ延び出す外フランジ形態を呈する取付部１６が、一
体的に形成されている。それら各取付部１６は、全体として、略長手矩形の平板形状を有
しており、その下面が、平坦な水平面からなる当接面１８とされている。また、そのよう
な取付部１６の長さ方向の中間部には、第一の締結体１０をテーブル７０に対して位置固
定に取り付けるための取付ボルト２０が、雄ねじが設けられた脚部を、当接面１８から下
方に突出せしめた状態で、挿通位置せしめられている。そして、かかる取付部１６におい
ては、ピン状本体部１４からの延出方向の先端側とは反対の基部側部位の上面に、他の部
位よりも一段高くされた平坦な水平面からなる第一の締結体側位置合せ面２２が、設けら
れている。
【００３２】
　また、そのような取付部１６，１６が一体形成されたピン状本体部１４には、その中心
部に、同軸上において軸方向に延びる内部空所２４が、ピン状本体部１４の上下の両端面
において開口する貫通孔形態をもって形成されている。この内部空所２４は、段付円筒面
形状を呈する内周面を有しており、上部部位が、最も小さな内径を有する小径部２６とさ
れていると共に、中間部位が、小径部２６よりも大きな内径を有する中径部２８とされ、
更に、下部部位が、最も大きな内径を有する大径部３０とされている。
【００３３】
　そして、かかる内部空所２４の大径部３０内には、円環板形状を呈し、中心孔が、内周
面に雌ねじが形成された雌ねじ孔３１とされた雌ねじリング３２が、回転不能に収容され
、且つ大径部３０内に固定された止めリング３４にて、大径部３０内からの離脱が阻止せ
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しめられた状態で、同軸的に位置せしめられている。
【００３４】
　また、内部空所２４の中径部２８の周壁における径方向に対向する二個所には、ピン状
本体部１４の軸方向に対して直角な方向に延出して、かかる周壁を厚さ方向に貫通する円
形貫通孔３６が、ピン状本体部１４の外周面と内部空所２４の内周面とにおいて開口する
開口部をもって、それぞれ一つずつ、設けられている。なお、ここでは、ピン状本体部１
４の周壁において、前記第一の締結体側嵌合テーパ面１５の形成部位よりも上部側の部位
に、円形貫通孔３６が設けられており、それによって、ピン状本体部１４の外周面側にお
ける円形貫通孔３６の開口部が、第一の締結体側嵌合テーパ面１５の形成部位よりも上部
側に形成されている。
【００３５】
　そして、そのような各円形貫通孔３６の内部には、それよりも所定寸法小さな外径を有
する、第二の移動部材としてのスチールボール（鋼球）３８が、各円形貫通孔３６内を、
その延出方向たる、ピン状本体部１４の軸方向に直角な方向に移動可能に、それぞれ一つ
ずつ配置されている。なお、ここでは、スチールボール３８の径が、円形貫通孔３６が形
成されるピン状本体部１４の周壁の厚さよりも大きくされており、それによって、スチー
ルボール３８が、その一部を、内部空所２４の中径部２８内に突出させた状態で、円形貫
通孔３６内に位置せしめられている。
【００３６】
　また、かかるピン状本体部１４の内部空所２４内には、第一の移動部材としてのクラン
プロッド４０が、挿入配置されている。このクランプロッド４０は、全体として、ピン状
本体部１４よりも高い高さを有する段付円柱形状を呈している。そして、その上部部位が
、内部空所２４の小径部３０よりも僅かに小さな外径と、小径部３０よりも十分に高い高
さを有する円柱形状を呈し、且つ先端部の外周面にローレット加工が施されてなる摘み部
４２とされている。また、かかるクランプロッド４０の下部部位は、雄ねじが外周面に刻
設された雄ねじ部４４とされている。更に、中間部位は、内部空所２４の中径部２８より
も僅かに小さな外径を有する円柱形状を呈し、その上側部分の外周面に、下方に向かって
大径化せしめられるテーパ面からなる押圧面４６が、形成されている。
【００３７】
　そして、このようなクランプロッド４０が、摘み部４２のローレット加工部位を、ピン
状本体部１４の内部空所２４内から上方に突出せしめた状態で、かかる内部空所２４内に
、軸方向に移動可能に挿入せしめられている。また、かかる挿入状態下において、雄ねじ
部４４を、内部空所２４の大径部３０内に固定された雌ねじリング３２の雌ねじ孔３１に
螺合せしめると共に、押圧面４６を、前記各円形貫通孔３６内に配置されたスチールボー
ル３８における内部空所２４の中径部２８内への突出部位に接触させた状態で、位置せし
められている。
【００３８】
　かくして、第一の締結体１０にあっては、所定のテーブル７０の上面に対して、取付部
１６，１６の当接面１８において当接せしめられた状態で、取付ボルト２０，２０にて、
位置固定に取り付けられるようになっている。そして、このようなテーブル７０への取付
状態下において、第一の締結体側位置合せ面２２が、テーブル７０の上面に対して平行に
位置せしめられるようになっている（図２参照）。
【００３９】
　また、かかる第一の締結体１０においては、クランプロッド４０の摘み部４２が手指に
て摘まれて、雌ねじリング３２の雌ねじ孔３１に対する雄ねじ部４４の螺合を緩める方向
に、クランプロッド４０が回転操作せしめられると、雄ねじ部４４と雌ねじ孔３１とによ
るねじ送り作用により、クランプロッド４０全体が、上方に移動せしめられる。そして、
そのようなクランプロッド４０の上方への移動に伴って、各円形貫通孔３６内に配置され
たスチールボール３８が、クランプロッド４０の押圧面４６にて、ピン状本体部１４の軸
方向に対して直角な方向に押圧されて、各円形貫通孔３６内を、かかる円形貫通孔３６に
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おけるピン状本体部１４の外周面側開口部に向かって移動せしめられるようになっている
のである（図３参照）。
【００４０】
　一方、かくの如き構造とされた第一の締結体１０と共に締結装置を構成する第二の締結
体１２は、全体として、長手矩形形状を呈する厚肉平板乃至はブロック形態を有している
。そして、その長さ方向（図１中、左右方向）の中間部には、挿入孔４８が、第二の締結
体１２における上下の両端面において開口する貫通孔形態をもって、形成されている。
【００４１】
　この挿入孔４８は、上側部位が下側部位よりも所定寸法大径となる略段付円筒面状の内
周面を有しており、かかる下側小径内周面部位の内径が、第一の締結体１０におけるピン
状本体部１４の外径よりも所定寸法大きくされている。そして、そのような下側小径内周
面部位と上側大径内周面部位との間には、下方に向かって次第に小径となるテーパ面形状
を呈する、係合部としてのテーパ状係合面５０が、上側大径内周面部位と下側小径内周面
部位とを連結して延びるように、形成されている。
【００４２】
　また、かかる挿入孔４８の下側小径内周面部位においては、その下側略半分の部分が、
下方に向かって次第に大径となる第二の締結体側嵌合テーパ面５２とされている。なお、
この第二の締結体側嵌合テーパ面５２は、前記第一の締結体１０のピン状本体部１４に設
けられた第一の締結体側嵌合テーパ面１５と同じテーパ角度を有していることによって、
かかる第一の締結体側嵌合テーパ面５２に対応したテーパ面形状とされている。
【００４３】
　さらに、第二の締結体１２の長さ方向両端部の下面には、挿入孔４８が形成される中間
部の下面よりも一段高くされた平坦な水平面からなる第二の締結体側位置合せ面５４が、
それぞれ設けられている。また、そのような位置合せ面５４がそれぞれ設けられた両側端
部には、それら各端部を幅方向（図１中、紙面に垂直な方向）に貫通して延びるボルト孔
５６が、それぞれ一つずつ設けられている。そして、それらボルト孔５６内に挿通される
取付ボルトにて、第二の締結体１２が、所定の物品に対してボルト固定されるようになっ
ている（図２参照）。つまり、ここでは、第二の締結体１２において、ボルト孔５６の形
成部位が、物品７２への取付部位とされている。
【００４４】
　そして、本実施形態では、特に、第二の締結体１２において、挿入孔４８が形成される
中間部と、第二の締結体側位置合せ面５４やボルト孔５６が形成される長さ方向両側端部
との間に、切込み溝５８が、それぞれ一つずつ設けられている。これら二つの切込み溝５
８は、二つの第二の締結体側位置合せ面５４，５４にて挟まれた下面部分のうち、挿入孔
４８の左右の両サイドに位置する部位において、全幅に亘って、下方に開口する開口部と
、比較的に狭い溝幅とを備えた、略１／４周分の円弧形状を有している。そして、両側端
部に設けられた各ボルト孔５６を、略半周程度だけ取り巻くように延出して、幅方向に貫
通する形態をもって、挿入孔４８を間に挟んで対称的に位置せしめられている。
【００４５】
　また、かかる切込み溝５８にあっては、開口部側、つまり下側の略半分の部分が、上下
方向において、湾曲形態をもって延びる縦溝部６０とされている一方、上側略半分の部分
が、第二の締結体１２の長さ方向となる左右方向に延びる横溝部６２とされている。
【００４６】
　これによって、本実施形態では、挿入孔４８が形成される第二の締結体１２の中間部が
、二つの切込み溝５８，５８の各縦溝部６０にて、第二の締結体側位置合せ面５４やボル
ト孔５６が形成される長さ方向の両側端部から、長さ方向において分断せしめられた形態
とされて、かかる第二の締結体１２の中間部が、挿入孔４８の形成部位を含む第一部位６
４とされている一方、両側端部が、位置合せ面５４の形成部位と物品７２に対する取付部
位を含む第二部位６６ａ，６６ｂとされている。また、そのような第一部位６４と各第二
部位６６ａ，６６ｂとが、各切込み溝５８の底部部位と、それら各切込み溝５８の横溝部
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６２よりも上側に位置して、長さ方向に延びる部位とからなる薄肉の連結部６８にて、互
いに連結されている。
【００４７】
　かくして、かかる第二の締結体１２にあっては、第二部位６６ａ，６６ｂが位置固定と
された状態で、第一部位６４が下方に押圧されたときに、その押圧力により、薄肉の連結
部６８が撓み変形せしめられ、そして、それに基づいて、第一部位６４が、第二部位６６
ａ，６６ｂに対して、下方に相対変位せしめられるようになっている。また、その際には
、連結部６８の撓み変形がある程度の大きさとなると、各切込み溝５８の横溝部６２の側
壁のうち、上下方向に互いに対向する側壁同士が接触せしめられるようになる。そして、
そうなってからは、かかる側壁同士の接触により、それ以上の連結部６８の撓み変形、及
びそれに基づく第一部位６４の第二部位６６ａ，６６ｂの下方への更なる相対変位が阻止
されるようになっている（図３参照）。
【００４８】
　而して、このような第二の締結体１２と前述の如き構造とされた第一の締結体１０とを
有する本実施形態の締結装置を用いて、所定の物品７２のテーブル７０への締結とその解
除とを行なう際には、例えば、以下のようにして、その操作が行われることとなる。
【００４９】
　すなわち、先ず、図１に二点鎖線で示されるように、第一の締結体１０が、取付ボルト
２０，２０にて、テーブル７０にボルト固定される一方、第二の締結体１２が、テーブル
７０に締結されるべき物品７２に対して、図示しない取付ボルトにてボルト固定される。
そして、その状態で、第一の締結体１０の上方に、第二の締結体１２が、所定距離だけ離
間して、同軸的に位置せしめられる。
【００５０】
　このとき、クランプロッド４０の雄ねじ部４４を雌ねじリング３２の雌ねじ孔３１に対
して十分に螺入せしめて、クランプロッド４０の押圧面４６を可及的に下方に位置させて
おくことにより、各スチールボール３８が、第一の締結体１０におけるピン状本体部１４
の外周面から、何等突出せしめられていないようにしておく必要がある。
【００５１】
　次いで、図２に示される如く、第一の締結体１０の取付部１６，１６よりも上側のピン
状本体部１４部分が、第二の締結体１２の挿入孔４８内に挿入される。このとき、第一の
締結体１０と第二の締結体１２との間で、第一の締結体側位置合せ面２２と第二の締結体
側位置合せ面５４とが互いに当接せしめられる。これによって、第二の締結体１２の第二
部位６６ａ，６６ｂの下方への移動が阻止されて、第一の締結体１０と第二の締結体１２
、更にはそれらが位置固定に取り付けられるテーブル７０と物品７２との上下方向におけ
る位置決めが行われる。また、第一の締結体側嵌合テーパ面１５と第二の締結体側嵌合テ
ーパ面５２とは、僅かな隙間を開けて対向せしめられるか、若しくは単に接触せしめられ
た状態とされる。なお、図２及び図３中、７４は、取付ボルトである。
【００５２】
　その後、第一の締結体１０におけるクランプロッド４０の摘み部４２が手指にて摘まれ
て、雄ねじ部４４が雌ねじリング３２の雌ねじ孔３１内から螺出（弛緩）せしめられる方
向に、何等の工具等を用いることなく、手動で回転操作せしめられて、クランプロッド４
０が上方に移動せしめられる。
【００５３】
　そして、図３に示される如く、そのようなクランプロッド４０の上方への移動に伴って
、各円形貫通孔３６内にそれぞれ配置されたスチールボール３８が、クランプロッド４０
の押圧面４６にて押圧されて、各円形貫通孔３６内をピン状本体部１４の径方向外方に移
動せしめられ、その移動量に応じた分だけ、ピン状本体部１４の外周面から側方に徐々に
突出せしめられる。そして、それにより、それら各スチールボール３８の突出部位が、第
二の締結体１２における挿入孔４８の内周面に設けられたテーパ状係合面５０に係合せし
められる。
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【００５４】
　また、それに引き続き、各スチールボール３８のテーパ状係合面５０への係合状態下で
、各スチールボール３８が更に移動せしめられることにより、第一の締結体１０の外周面
からの各スチールボール３８の突出量が増大せしめられると共に、その突出量の増大に従
って、テーパ状係合面５０が、各スチールボール３８の突出部位にて下方に押圧される。
【００５５】
　このとき、第一の締結体側位置合せ面２２と第二の締結体側位置合せ面５４との当接に
より、第二の締結体１２の第二部位６６ａ，６６ｂの下方への移動が阻止されているため
、かかる第二部位６６ａ，６６ｂと、テーパ状係合面５０が内周面に設けられた挿入孔４
８の形成部位を含む第二の締結体１２の第一部位６４とを連結する連結部６８が下方に撓
み変形せしめられて、第一部位６４が、第二部位６６ａ，６６ｂに対して下方に相対変位
せしめられる。
【００５６】
　これによって、第一の締結体側嵌合テーパ面１５と第二の締結体側嵌合テーパ面５２と
が相互にテーパ嵌合せしめられると共に、各スチールボール３８が、第一の締結体１０の
押圧面４６と第二の締結体１２のテーパ状係合面５０との間で、強固に挟圧保持せしめら
れる。その結果、第一の締結体１０と第二の締結体１２、更にはそれらが位置固定に取り
付けられるテーブル７０と物品７２との左右方向（水平方向）における位置決めが行われ
ると共に、挿入孔４８内からのピン状本体部１４の離脱が阻止せしめられるようになる。
【００５７】
　かくして、第一の締結体１０と第二の締結体１２とが、ピン状本体部１４の軸方向、つ
まり、ピン状本体部１４の挿入孔４８内への挿入方向となる上下方向と、かかる方向に対
して直角な方向となる左右方向（水平方向）とにおいて位置決めされた状態で、締結せし
められ、以て、テーブル７０と物品７２とが相互に締結せしめられることとなる。
【００５８】
　なお、このような第一の締結体１０と第二の締結体１２との締結操作においては、各ス
チールボール３８の突出部位からテーパ状係合面５０に作用せしめられる押圧力に基づい
て、第二の締結体１２の第一部位６４が下方に押圧せしめられて、連結部６８が下方に撓
み変形せしめられた際に、各切込み溝５８の横溝部６２における上下方向に互いに対向す
る側壁部同士の接触により、かかる連結部６８の過剰な撓み変形が阻止されるようになる
。そのため、そのような過剰な撓み変形による連結部６８の永久変形や損傷の発生が、効
果的に防止され得るようになっている。
【００５９】
　また、上述の如き第一の締結体１０と第二の締結体１２の締結状態において、クランプ
ロッド４０の雄ねじ部４４が、雌ねじリング３２の雌ねじ孔３１に対する螺合位置が変化
せしめられない限り、クランプロッド４０の押圧面４６と第二の締結体１２のテーパ状係
合面５０との間での各スチールボール３８の強固な挟持状態が保持せしめられて、第一の
締結体１０と第二の締結体１２、更にはテーブル７０と物品７２との締結状態が、安定的
に維持される。
【００６０】
　そして、そのような締結状態から、クランプロッド４０に対する手動回転操作により、
雄ねじ部４４が、雌ねじリング３２の雌ねじ孔３１内に再び螺入されると、クランプロッ
ド４０の押圧面４６と第二の締結体１２のテーパ状係合面５０との間での各スチールボー
ル３８の強固な挟持状態が解消されて、挿入孔４８内からのピン状本体部１４の離脱が可
能となり、以て、第一の締結体１０と第二の締結体１２、更にはテーブル７０と物品７２
との締結が、解消されるようになる。
【００６１】
　このように、本実施形態の締結装置にあっては、テーブル７０に固定された第一の締結
体１０のピン状本体部１４を、物品７２に固定された第二の締結体１２の挿入孔４８内に
挿入して、第一の締結体側位置合せ面２２と第二の締結体側位置合せ面５４と相互に当接
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させた状態下において、ピン状本体部１４の内部空所２４内に挿入されたクランプロッド
４０の摘み部４２を手指で摘んで、単に回転操作するだけで、第一の締結体１０と第二の
締結体１２、更にはテーブル７０と物品７２とが、容易に且つ迅速に締結され得るように
なっている。
【００６２】
　従って、かかる本実施形態の締結装置を用いれば、テーブル７０と物品７２とを、簡便
な手動操作にて、正確に位置決めしつつ、効率的に且つ確実に締結せしめることが出来る
のである。
【００６３】
　また、本実施形態では、上述せる如く、挿入孔４８内にピン状本体部１４を挿入させて
、第一の締結体側位置合せ面２２と第二の締結体側位置合せ面５４とを相互に当接させた
ときに、第一の締結体側嵌合テーパ面１５と第二の締結体側嵌合テーパ面５２との間に微
小な隙間が形成されていても、その後のクランプロッド１４の回転操作によって、それら
第一の締結体側及び第二の締結体側嵌合テーパ面１５，５２同士が確実にテーパ嵌合せし
められるようになっている。それ故、第一の締結体１０と第二の締結体１２に対して、位
置合せ面２２，５４や嵌合テーパ面１５，５２とを厳密な加工精度をもって形成する必要
がなく、それによって、それら第一及び第二の締結体１０，１２の製作が容易となるとい
った利点が得られることとなる。
【００６４】
　しかも、本実施形態の締結装置にあっては、クランプロッド４０が、何等の工具をも用
いない手動操作で回転せしめられることにより、第一の締結体１０と第二の締結体１２と
の締結が実現されるようになっているところから、従来装置とは異なって、油圧機構や空
気圧機構等の付帯設備が何等不要とされ、その分だけ、低コスト化及び小型化が有利に図
られ得る。
【００６５】
　さらに、かかる締結装置においては、第一部位６４の第二部位６６ａ，６６ｂに対する
下方への相対変位が、第二の締結体１２に切込み溝５８，５８を設けただけの極めて単純
で且つ余分な部品を使用しない簡略な構造において実現されているため、第一部位６４の
第二部位６６ａ，６６ｂに対する下方への相対変位を可能と為す構造の付加に伴う装置全
体の構造の複雑化が、有利に防止され得る。
【００６６】
　また、本実施形態では、切込み溝５８，５８の各横溝部６２の互いに対向する側壁部同
士の接触により、かかる連結部６８の過剰な撓み変形が阻止されて、そのような過剰な撓
み変形による連結部６８の永久変形や損傷の発生が効果的に防止され得るようになってい
るところから、優れた使用性が、より長期に亘って安定的に維持せしめられ得る。
【００６７】
　以上、本発明の具体的な構成について詳述してきたが、これはあくまでも例示に過ぎな
いものであって、本発明は、上記の記載によって、何等の制約をも受けるものではない。
【００６８】
　例えば、第一の移動部材は、第二の移動部材の軸方向への移動に伴って、それに直角方
向に移動せしめられて、第一の締結体におけるピン状本体部の外周面から部分的に突出位
置せしめられ得る構造を有しておれば良い。従って、第一の移動部材として、例示のスチ
ールボール３８に代えて、例えば、円柱状のコロ等を採用することも、勿論可能である。
【００６９】
　また、第二の移動部材を軸方向に移動させる機構としては、手動操作が可能なものであ
れば、ねじ機構以外の構造を有するものも、適宜に採用され得る。
【００７２】
　加えて、本発明は、例示されるテーブルと物品の組合せ以外の、互いに締結されるべき
二つの様々な部材を相互に締結するために用いられる締結装置に対しても、有利に適用さ
れ得るものであることは、勿論である。
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【００７３】
　その他、一々列挙はしないが、本発明は、当業者の知識に基づいて種々なる変更、修正
、改良等を加えた態様において実施され得るものであり、また、そのような実施態様が、
本発明の趣旨を逸脱しない限り、何れも、本発明の範囲内に含まれるものであることは、
言うまでもないところである。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明に従う締結装置の一実施形態を示す縦断面説明図である。
【図２】図１に示された締結装置の使用状態の一例を説明するための図であって、第一の
部材に取り付けられた第一の締結体のピン状本体部を、第二の部材に取り付けられた第二
の締結体の挿入孔内に挿入せしめた状態を示している。
【図３】図１に示された締結装置の使用状態の他の例を説明するための図であって、第一
の締結体と第二の締結体とを完全に締結した状態を示している。
【符号の説明】
【００７５】
　１０　第一の締結体　　　　　　　　　　１２　第二の締結体
　１４　ピン状本体部　　　　　　　　　　１５　第一の締結体側嵌合テーパ面
　２２　第一の締結体側位置合せ面　　　　２４　内部空所
　３８　スチールボール　　　　　　　　　４０　クランプロッド
　４８　挿入孔　　　　　　　　　　　　　５０　テーパ状係合面
　５２　第二の締結体側嵌合テーパ面　　　５４　第二の締結体側位置合せ面
　５８　切込み溝　　　　　　　　　　　　６０　縦溝部
　６２　横溝部　　　　　　　　　　　　　６４　第一部位
　６６　第二部位　　　　　　　　　　　　６８　連結部
                                                                                
【図１】 【図２】
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